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「
万
葉
集
』
巻
十
九
・
四
二
四
○
番
歌
に
は
、
次
の
歌
が
あ
る
。

春
日
に
神
を
祭
る
日
に
、
藤
原
太
后
の
作
ら
す
歌
一
首

即
ち
入
唐
大
使
藤
原
朝
臣
清
河
に
賜
ふ
参
議
従
四
位
下
遣

唐
使

あ

ご

大
船
に
ま
梶
し
じ
貫
き
こ
の
吾
子
を
唐
国
へ
遣
る
斎
へ
神
た

ち

（⑲四二四○）

こ
の
歌
は
、
「
藤
原
太
后
」
が
遣
唐
大
使
藤
原
清
河
に
賜
っ
た
歌
と
題

さ
れ
た
一
首
（
以
後
、
太
后
歌
）
で
あ
る
。
「
藤
原
太
后
」
と
は
、
聖
武

天
皇
の
皇
后
と
な
っ
た
藤
原
光
明
子
を
い
う
。
一
般
に
「
光
明
皇
后
」
や
「
光

明
子
」
な
ど
の
名
称
が
使
用
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
題
詞
を
重
視
し
、
「
太

后
」
と
称
す
る
。
一
方
、
藤
原
清
河
は
、
藤
原
房
前
の
子
で
太
后
の
甥
に

あ
た
り
、
遣
唐
大
使
と
し
て
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
三
月
頃
に
出
国

（１）

し
た
が
、
帰
国
は
か
な
わ
ず
生
涯
を
唐
で
す
ご
し
た
。

太
后
歌
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
実
子
で
は
な
い
清
河
を
「
吾
子
」
と
呼

、

、

ぶ
こ
と
で
あ
る
。
従
来
「
吾
子
」
は
、
「
皇
后
」
が
叔
母
と
し
て
の
親
し

（２）

み
を
込
め
て
清
河
を
呼
ん
だ
語
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
当
時
、
藤

忠
孝
思
想
と
万
葉
歌

ｌ
藤
原
太
后
歌
の
「
吾
子
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

は
じ
め
に

太
后
は
、
政
治
・
文
化
に
お
け
る
活
躍
に
よ
り
、
「
天
平
の
フ
ァ
ー
ス

（３）

ト
レ
デ
ィ
」
と
評
さ
れ
る
。
し
か
し
歌
人
と
し
て
は
、
『
万
葉
集
』
に
三

首
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
歌
人
と
し
て
の
太
后
に
着
目
し
、
太

后
歌
の
特
徴
を
捉
え
て
み
る
。

原
光
明
子
は
「
皇
后
」
で
は
な
く
「
太
后
」
の
地
位
に
あ
っ
た
。
歌
は
「
春

日
に
神
を
祭
る
日
」
に
「
作
」
ら
れ
、
「
唐
国
へ
遣
る
」
と
太
后
自
身
を

遣
唐
使
派
遣
の
実
行
者
と
し
、
神
々
を
も
従
え
ん
と
す
る
気
迫
に
満
ち
て

い
る
。
こ
れ
は
国
家
の
大
事
を
目
前
に
し
た
歌
な
の
で
あ
り
、
実
子
で
は

な
い
者
を
「
吾
子
」
と
呼
ぶ
理
由
を
肉
親
の
情
愛
か
ら
の
み
捉
え
る
の
は

説
明
が
不
十
分
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
太
后
の
擬
制
表
現
と
し
て
の
「
吾

子
」
は
、
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
六
月
庚
戌
条
の
孝
謙
天
皇
の
宣
命

第
二
十
五
詔
に
も
見
え
「
ワ
ガ
コ
」
と
訓
む
が
（
後
述
）
、
「
吾
子
」
は
皇

あ

ご

位
継
承
に
も
関
わ
る
語
で
あ
り
、
太
后
歌
の
「
吾
子
」
が
含
む
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
は
、
よ
り
詳
細
に
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
太
后
歌
に
お
け
る
「
吾
子
」
に
つ
い
て
、
歌
表
現
や
当
時
の
思

想
背
景
に
着
目
し
て
考
察
す
る
。

｜
藤
原
太
后
歌
と
天
平
五
年
遣
唐
使
関
連
歌

保
坂
秀
子
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太
后
の
詠
ん
だ
歌
に
は
、
Ａ
「
藤
皇
后
」
（
⑧
一
六
五
八
題
詞
）
、
Ｂ
「
藤

原
皇
后
」
（
⑲
四
一
三
四
左
注
）
と
記
さ
れ
、
「
皇
后
」
時
代
の
作
と
見
ら

れ
る
二
首
が
あ
る
。
す
で
に
、
浅
野
則
子
が
的
確
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

例
え
ば
Ａ
の
「
我
が
背
子
と
二
人
見
ま
せ
ば
い
く
ば
く
か
こ
の
降
る
雪

の
嬉
し
く
あ
ら
ま
し
」
（
⑧
一
六
五
八
）
で
は
、
夫
聖
武
を
「
我
が
背
子
」

と
呼
び
、
二
人
で
雪
を
眺
め
る
こ
と
の
喜
び
を
反
実
仮
想
し
て
お
り
、
歌

世
界
に
お
い
て
皇
后
の
も
と
に
「
求
め
る
べ
き
男
、
聖
武
は
」
お
ら
ず
、

（４）

二
人
は
「
共
通
の
空
間
を
も
ち
え
て
い
な
か
っ
た
」
。
夫
と
眺
め
た
い
と

雪
を
見
つ
め
て
い
た
視
線
は
、
そ
の
後
の
太
后
歌
に
お
い
て
「
唐
国
」
を

見
据
え
そ
こ
に
赴
く
「
吾
子
」
へ
と
注
が
れ
て
い
く
。
歌
人
と
し
て
の
太

后
は
、
「
皇
后
」
時
代
と
姿
勢
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
太
后
歌
は
ど
う
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
。
梶
川
信
行
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
「
あ
る
程
度
公
的
な
場
面
に
お
け
る
遣
唐
使
歌
」
に
は
、
神
の

（５）

加
護
や
無
事
の
帰
国
を
願
う
「
伝
統
的
な
発
想
様
式
」
が
あ
る
。
太
后
歌

の
語
句
の
使
い
方
を
見
て
み
る
と
、
『
万
葉
集
』
の
遣
唐
・
遣
新
羅
の
対

外
使
節
関
連
歌
と
の
間
に
、
句
単
位
で
一
致
す
る
用
例
や
発
想
の
類
似
が

認
め
ら
れ
る
。
特
に
天
平
五
年
（
七
三
三
）
の
遣
唐
使
関
連
歌
の
表
現
に

一
致
が
多
く
、
こ
れ
ら
に
学
び
一
首
を
仕
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
太
后
歌
は
、
為
政
者
の
視
点
か
ら
詠
ま
れ
る
点
で
他
の
対
外
使
節
関
連

歌
と
決
定
的
な
違
い
を
も
つ
。
そ
れ
を
明
確
に
示
す
の
が
、
第
四
・
五
句

の
「
唐
国
へ
遣
る
斎
へ
神
た
ち
」
で
あ
る
。
や
ま
と

「
唐
」
か
ら
見
て
国
家
と
し
て
の
「
日
本
」
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
早
く
、

大
宝
二
年
（
七
○
二
）
～
慶
雲
元
年
（
七
○
四
）
に
渡
唐
し
た
山
上
憶
良

の
「
い
ざ
子
ど
も
早
く
日
本
へ
」
（
①
六
三
）
に
見
ら
れ
る
。
以
後
の
遣

唐
使
関
連
歌
に
も
対
唐
意
識
に
根
ざ
す
「
ヤ
マ
ト
」
が
し
ば
し
ば
詠
ま
れ

る
。
そ
う
し
た
歌
表
現
の
「
ヤ
マ
ト
」
か
ら
、
太
后
歌
の
「
唐
国
」
に
も

国
家
と
し
て
の
「
ヤ
マ
ト
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
。
し
か
し
、
や

「
唐
国
へ
遣
る
」
は
、
「
留
ま
れ
る
我
は
幣
引
き
斎
ひ
つ
つ
君
を
ば
遣
ら
む

早
帰
り
ま
せ
」
（
⑧
一
四
五
三
笠
金
村
天
平
五
年
遣
唐
使
関
連
歌
）
の
「
留

ま
れ
る
我
」
が
惜
し
み
つ
つ
「
君
」
を
「
造
ら
む
」
と
送
り
出
す
の
と
は

異
質
な
意
志
で
あ
る
。
こ
の
「
遣
る
」
は
、
国
家
を
牽
引
す
る
為
政
者
が

意
図
的
に
発
し
た
決
定
事
項
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
欲
は
「
神
た
ち
」
に
「
斎

へ
」
と
命
じ
る
第
五
句
に
結
び
つ
く
。
「
神
た
ち
」
は
集
中
に
三
例
の
み
で
、

い
ず
れ
も
山
上
憶
良
の
「
好
去
好
来
歌
」
（
⑤
八
九
四
～
八
九
六
天
平
五

年
遣
唐
使
関
連
歌
）
の
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
好
去
好
来
歌
」
で
は
「
大

御
神
た
ち
」
と
詠
み
、
敬
語
表
現
を
用
い
て
お
り
、
太
后
歌
の
「
神
た
ち
」

に
「
斎
へ
」
と
命
じ
る
大
胆
さ
は
独
特
で
あ
る
。

松
田
浩
は
、
古
代
の
「
イ
ハ
フ
」
が
も
つ
語
義
の
多
様
性
を
再
検
討
し
、

（６）

西
宮
一
民
の
い
う
「
神
の
力
を
か
が
ふ
る
こ
と
」
や
土
橋
寛
の
い
う
「
霊

（７）

力
・
生
命
力
を
与
え
る
こ
と
」
で
は
な
く
、
折
口
信
夫
の
指
摘
す
る
「
魂

（
神
霊
）
を
一
所
に
留
め
て
遊
離
し
な
い
状
態
に
保
つ
」
と
い
う
考
え
方

（８）

に
根
ざ
し
て
い
る
と
い
う
。
「
家
」
に
あ
る
者
と
「
旅
」
に
あ
る
者
と
の

間
に
お
け
る
「
イ
ハ
フ
」
に
は
、
例
え
ば
、
巻
十
九
・
四
二
六
三
番
歌
（
遣

や
い
ち

唐
副
使
大
伴
宿
禰
胡
麻
呂
饒
別
宴
で
の
伝
調
歌
）
で
「
櫛
も
見
じ
屋
内
も

掃
か
じ
」
と
い
う
「
家
」
に
待
つ
者
の
行
為
が
、
「
草
枕
旅
行
く
君
を
斎
ふ
」

と
い
う
よ
う
に
、
異
郷
に
あ
っ
て
遊
離
し
や
す
い
旅
人
の
魂
を
身
体
に
留

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
す
る
発
想
が
あ
る
。
旅
人
も
ま
た
「
ち
は
や
ふ

る
神
の
み
坂
に
幣
奉
り
斎
ふ
命
は
母
父
が
た
め
」
（
⑳
四
四
○
二
防
人
歌
）

の
よ
う
に
、
自
ら
を
「
イ
ハ
ヒ
」
魂
の
遊
離
を
留
め
「
命
」
を
保
持
す
る
。

そ
れ
が
叶
わ
な
い
場
合
は
「
行
路
死
人
歌
」
の
例
が
旅
人
の
魂
の
帰
り
所

-７５-
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の
な
い
悲
惨
を
伝
え
て
い
る
。
太
后
歌
の
「
神
た
ち
」
へ
の
「
斎
へ
」
も
、

天
地
の
随
所
に
い
る
「
神
た
ち
」
に
旅
人
の
行
く
先
々
で
そ
の
魂
が
遊
離

せ
ぬ
よ
う
命
じ
、
旅
人
の
無
事
を
願
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
・
五
句
に
見
て
き
た
こ
と
は
、
第
三
句
の
「
こ
の
吾
子
」
に
も
関

わ
る
。
万
葉
歌
に
お
け
る
「
吾
子
」
は
、
基
本
的
に
「
母
（
あ
る
い
は
父
母
）
」

か
ら
手
元
を
離
れ
る
我
が
子
に
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
慈
し
み
の
こ
と
ば
が

続
く
。
特
に
、
天
平
五
年
の
遣
唐
使
歌
に
は
「
親
母
（
生
み
の
母
）
」
の

作
と
さ
れ
る
長
・
反
歌
が
あ
り
、
「
我
が
思
ふ
我
が
子
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
」

（
⑨
一
七
九
○
）
や
「
我
が
子
羽
ぐ
く
め
天
の
鶴
群
」
（
⑨
一
七
九
二
と

い
っ
た
我
が
子
へ
の
慈
し
み
の
情
が
読
み
取
れ
る
。
「
天
の
鶴
群
」
に
「
我

が
子
羽
ぐ
く
め
」
と
命
じ
る
詠
み
方
は
、
太
后
歌
の
第
五
句
と
重
な
り
、

太
后
の
清
河
を
見
つ
め
る
視
線
に
「
母
の
慈
愛
」
を
読
み
取
る
こ
と
も
不

（９）

可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
親
子
の
情
を
知
る
烏
」
と
さ
れ
る
鶴
の
一

群
に
守
護
を
託
す
「
親
母
」
の
「
吾
子
」
と
、
為
政
者
の
視
線
が
常
に
と

も
な
う
太
后
歌
の
「
吾
子
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
・
四
・
五
句
の
解
釈
は
、
第
一
・
二
句
に
も
影
響
を
与
え
る
。
「
大
船

に
ま
梶
し
じ
貫
き
」
は
、
例
え
ば
「
大
船
に
真
梶
し
じ
貫
き
大
君
の
命
恐

み
磯
廻
す
る
か
も
」
（
③
．
三
六
八
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
大
君
の
命
」

を
拝
命
し
、
任
地
に
大
型
官
船
で
赴
く
官
人
ら
の
誇
ら
か
な
使
命
感
を
表

現
す
る
句
で
あ
る
。
太
后
歌
は
そ
う
し
た
意
識
を
織
り
込
み
な
が
ら
為
政

者
と
し
て
詠
む
。
律
令
官
人
の
表
現
と
し
て
は
「
大
船
に
梶
を
い
っ
ぱ
い

取
り
付
け
て
」
と
訳
出
さ
れ
る
が
、
太
后
歌
で
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
『
萬
葉
集
』
（
以
後
、
新
編
全
集
『
萬
葉
集
」
）
や
伊
藤
博
『
萬
葉
集
潅

注
」
（
以
後
、
伊
藤
「
鐸
注
』
）
が
訳
出
す
る
よ
う
に
、
「
大
船
に
梶
を
い
っ

ぱ
い
取
り
付
け
て
や
り
」
と
す
る
ほ
う
が
的
を
射
て
い
る
。
全
体
を
解
釈

太
后
歌
の
「
吾
子
」
が
、
肉
親
の
情
愛
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
理
由

の
一
つ
に
、
題
詞
の
「
春
日
に
神
を
祭
る
日
」
の
解
釈
が
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
平
城
遷
都
時
に
創
建

さ
れ
た
と
す
る
春
日
社
は
藤
原
氏
の
氏
神
を
祀
る
。
従
来
説
の
な
か
に
は
、

当
該
歌
が
藤
原
氏
出
身
の
太
后
と
清
河
に
関
す
る
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

（旧）

こ
の
日
を
藤
原
氏
の
氏
神
を
祀
る
日
と
捉
え
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
詠
歌

年
と
さ
れ
る
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
の
「
春
日
に
神
を
祭
る
日
」
の（Ⅲ）

内
容
が
、
氏
神
を
祀
る
日
だ
っ
た
か
ど
う
か
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
遣
唐
使
の
祭
祀
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
春
日
山
で
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

す
る
な
ら
ば
、
「
大
船
に
梶
を
い
っ
ぱ
い
取
り
付
け
て
や
り
、
こ
の
私
の

子
を
唐
に
派
遣
す
る
、
そ
の
身
に
魂
を
留
め
置
く
よ
う
守
護
せ
よ
神
た
ち
」

と
な
ろ
う
か
。
太
后
歌
は
為
政
者
の
歌
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
な
ぜ
「
吾
子
」
と
詠
む
の
か
が
改
め
て
問

わ
れ
て
く
る
。
歌
の
用
例
に
見
る
「
吾
子
」
は
、
「
母
」
の
要
素
を
含
む
が
、

太
后
歌
は
、
こ
の
こ
と
ば
を
通
し
て
、
太
后
歌
は
遣
唐
使
を
派
遣
す
る
為

政
者
で
あ
り
つ
つ
、
「
母
」
で
も
あ
る
と
い
う
意
識
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。

太
后
歌
の
主
眼
は
任
務
を
帯
び
た
遣
唐
使
の
航
海
の
無
事
を
願
う
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
太
后
歌
の
趣
旨
は
、
第
一
・
二
句
の
「
大
船
に
ま

梶
し
じ
貫
き
」
と
第
四
・
五
句
の
「
唐
国
へ
遣
る
斎
へ
神
た
ち
」
で
十
分

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
母
」
と
い
う
要
素
を

織
り
込
む
「
吾
子
」
を
用
い
て
、
遣
唐
大
使
清
河
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
っ
た

の
か
、
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

二
歌
か
ら
見
る
「
春
日
に
神
を
祭
る
日
」
と
遣
唐
使
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そ
も
そ
も
氏
神
に
対
す
る
祭
祀
を
歌
に
詠
む
場
合
、
ど
の
よ
う
な
型
を

踏
ま
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
天
平
五
年
十
一
月
に
詠
ま
れ
た
「
大
伴
坂
上
郎

女
、
神
を
祭
る
歌
一
首
」
（
③
三
七
九
題
詞
）
に
注
目
す
る
。
先
に
、
左

注
を
見
て
み
る
と
、
「
右
の
歌
は
、
天
平
五
年
冬
十
一
月
を
以
て
、
大
伴

う
ぢ

ま

つ

い
さ
さ

こ
の
ゆ
ゑ

の
氏
の
神
を
供
祭
る
時
に
、
馴
か
に
こ
の
歌
を
作
る
。
故
に
神
を
祭

る
歌
と
い
ふ
」
と
あ
っ
て
、
題
詞
に
「
神
を
祭
る
歌
（
「
祭
神
歌
」
と
と

あ
る
理
由
を
「
大
伴
の
氏
の
神
を
供
祭
る
時
に
」
詠
ま
れ
た
た
め
と
す
る
。

一
方
、
歌
は
長
・
反
歌
の
結
句
で
あ
る
「
君
に
逢
は
じ
か
も
」
か
ら
恋
の

成
就
を
願
う
内
容
と
読
み
取
れ
る
。
と
は
い
え
歌
も
単
に
恋
の
成
就
を
願

あ

き

た

う
だ
け
で
は
な
い
。
長
歌
の
「
ひ
さ
か
た
の
天
の
原
よ
り
生
れ
来
る
神
の

あ
ま
つ
ひ
こ
ほ
の

命
」
に
は
、
『
古
事
記
』
（
以
後
、
『
記
』
）
に
も
載
る
、
天
津
日
子
番
能

に
に
ぎ
の
み
こ
。
と

あ
め
の
お
し
ひ
の
み
こ
と

邇
邇
芸
命
を
大
伴
氏
の
祖
神
で
あ
る
天
忍
日
命
が
先
導
し
て
天
か
ら

降
臨
し
た
伝
承
が
踏
ま
え
ら
れ
、
「
さ
か
き
の
枝
に
し
ら
か
付
け
」
以
下
「
お

や）

す
ひ
取
り
か
け
か
く
だ
に
も
我
は
祈
ひ
な
む
」
ま
で
氏
神
を
奉
斎
す
る

祭
祀
で
の
所
作
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
氏
神
に
対
す
る
祭
祀
を
歌
に

詠
む
場
合
、
神
と
の
系
譜
的
な
つ
な
が
り
の
確
認
と
奉
斎
の
過
程
を
示
す

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
太
后
歌
の
「
斎
へ
神
た
ち
」
に
は
、
そ
こ
が
神

へ
の
祈
り
の
「
場
」
と
「
時
」
だ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

神
と
の
系
譜
的
な
つ
な
が
り
や
奉
斎
の
過
程
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
太
后

歌
の
詠
歌
時
、
藤
原
氏
の
氏
神
を
奉
斎
す
る
こ
と
は
顕
在
化
す
べ
き
事
柄

で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
春
日
に
神
を
祭
る
日
」
の
実
態
は
依

然
と
し
て
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
歌
の
内
容
は
、
遣
唐
使
に
関
連

（吃）

す
る
祭
祀
を
「
場
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

遣
唐
使
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
「
続
日
本
紀
』
（
以
後
、
「
続
紀
」
）
養

老
元
年
（
七
一
七
）
二
月
条
に
「
二
月
壬
申
の
朔
、
遣
唐
使
、
神
祇
を

み
か
さ
や
ま

蓋
山
の
南
に
祀
る
」
と
あ
る
。
「
蓋
山
の
南
」
は
、
平
城
京
の
東
に
あ
る

（旧）

春
日
山
を
指
す
。
遣
唐
使
の
祭
祀
は
、
養
老
元
年
に
も
行
わ
れ
た
。
こ
の

時
の
遣
唐
副
使
に
、
太
后
の
兄
藤
原
朝
臣
宇
合
が
着
任
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
祭
祀
を
藤
原
氏
の
氏
族
的
な
祭
祀
と
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な

い
。
国
家
的
な
祭
祀
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

遣
唐
使
の
祭
祀
は
、
「
続
紀
』
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
二
月
条
に
も
「
こ

ふＪｂ少』

月
戊
子
、
遣
唐
使
、
天
神
・
地
祇
を
春
日
山
の
下
に
拝
む
。
去
年
は
風

と
と
の
ほ

ま
た
し
き
り

波
調
ら
ず
し
て
渡
海
す
る
こ
と
得
ず
。
使
人
も
亦
復
頻
に
相
替
る
。

を
さ

是
に
至
り
て
、
副
使
小
野
朝
臣
石
根
、
重
ね
て
祭
礼
を
脩
む
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
春
日
山
の
下
」
も
、
春
日
山
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
み

る
と
、
春
日
山
麓
は
遣
唐
使
と
い
う
国
家
的
事
業
に
参
与
す
る
人
々
の
無

事
を
祈
る
祭
祀
の
「
場
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

右
の
二
つ
の
資
料
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
春
日
で
の
祭
祀
は
二
月
に

集
中
す
る
。
後
述
す
る
藤
原
清
河
の
歌
（
⑲
四
二
四
二
の
「
梅
の
花
」

に
も
季
節
の
反
映
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
春
日
で
の
遣
唐
使
関
連
の
祭
祀

が
二
月
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
遣
唐
使
の
出
航
と
あ
わ
せ
て
重
要
な
意
味

が
あ
る
ら
し
い
。

菊
地
康
明
は
、
唐
に
お
け
る
立
春
後
の
丑
の
日
に
国
城
東
北
で
行
わ
れ

た
「
風
師
の
祭
り
」
に
注
目
す
る
。
唐
の
「
風
師
の
祭
り
」
は
、
二
十
八

宿
中
の
箕
宿
に
あ
る
星
を
風
の
神
と
し
て
祭
る
も
の
で
、
春
の
東
風
は
自

然
界
に
陽
気
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
秋
の

収
穫
を
祈
念
す
る
目
的
の
祭
祀
に
あ
た
る
。
菊
地
は
目
的
は
異
な
る
も
の

の
、
遣
唐
使
も
ま
た
海
洋
か
ら
大
陸
へ
と
吹
く
春
夏
の
季
節
風
の
風
向
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
春
日
で
の
遣
唐
使
の
安
全
祈
願
は
、

（Ｍ）

唐
の
「
風
師
の
祭
り
」
と
共
通
性
を
も
つ
と
い
う
。
菊
地
の
指
摘
は
、
春
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太
后
歌
と
「
時
」
と
「
場
」
を
同
じ
く
し
て
遣
唐
大
使
藤
原
清
河
の
歌
（
以

後
、
清
河
歌
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
清
河
歌
と
太
后
歌
の
結
び
つ
き
を
探

る
。
以
下
に
、
渭
河
歌
を
あ
げ
る
。

大
使
藤
原
朝
臣
清
河
の
歌
一
首

春
日
野
に
斎
く
三
諸
の
梅
の
花
栄
え
て
あ
り
待
て
帰
り
来
る
ま

で

（

⑲

四

二

四

二

清
河
歌
の
要
点
は
、
第
四
・
五
句
の
「
栄
え
て
あ
り
侍
て
還
り
来
る
ま

で
」
に
集
約
さ
れ
、
唐
に
派
遣
さ
れ
る
者
と
し
て
、
「
侍
」
つ
者
た
ち
の
「
栄

え
」
を
願
い
、
自
ら
が
再
び
「
帰
り
来
る
」
こ
と
を
望
む
歌
と
捉
え
ら
れ

る
。
こ
の
二
句
は
、
太
后
歌
の
「
唐
国
へ
遣
る
」
と
呼
応
し
て
お
り
、
そ

の
立
場
か
ら
、
太
后
歌
の
「
吾
子
」
に
応
じ
る
清
河
歌
の
「
梅
の
花
」
に

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
考
え
る
。

清
河
歌
の
上
三
句
「
春
日
野
に
斎
く
三
諸
の
梅
の
花
」
は
、
「
春
日
野
」

か
ら
「
斎
く
三
諸
」
、
そ
し
て
そ
こ
に
咲
く
「
梅
の
花
」
へ
と
、
あ
た
か

日
で
の
祭
祀
の
目
的
に
も
言
及
し
て
お
り
示
唆
的
で
あ
る
。
太
后
歌
の
「
神

た
ち
」
と
は
、
こ
う
し
た
神
を
も
含
む
「
天
神
・
地
祇
」
を
指
す
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
「
春
日
に
神
を
祭
る
日
」
と
遣
唐
使
と
の
結
び
つ
き
を
見

て
き
た
。
こ
の
日
は
、
藤
原
氏
の
氏
族
的
な
祭
祀
の
日
と
は
考
え
に
く
く
、

む
し
ろ
、
国
家
的
な
遣
唐
使
の
無
事
を
祈
る
祭
祀
の
日
と
捉
え
る
方
が
自

然
で
あ
る
。
同
時
に
太
后
歌
の
「
吾
子
」
は
、
肉
親
の
情
で
は
な
く
君
臣
．

親
子
関
係
の
両
立
ま
た
は
連
続
の
論
理
か
ら
読
み
解
く
必
要
性
を
示
し
て

いス》。
三
藤
原
清
河
歌
の
「
梅
の
花
」
を
め
ぐ
っ
て

も
カ
メ
ラ
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
「
梅
の
花
」

は
一
種
の
象
徴
性
を
帯
び
て
い
る
。

歌
こ
と
ば
と
し
て
の
「
春
日
野
」
は
、
平
城
京
の
貴
族
の
邸
宅
か
ら
眺

め
ら
れ
る
景
物
で
あ
り
、
「
春
日
野
の
浅
茅
が
上
に
思
ふ
ど
ち
遊
ぶ
今
日

の
日
忘
ら
え
め
や
も
」
（
⑩
一
八
八
○
「
野
遊
」
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
思

ふ
ど
ち
」
と
の
「
遊
」
ぴ
が
展
開
さ
れ
る
「
場
」
で
も
あ
る
。
「
遊
」
ぴ

に
は
、
宮
廷
風
歌
垣
と
さ
れ
る
「
野
遊
」
（
⑩
一
八
八
○
、
一
八
八
一
の
分

類
項
目
）
や
天
皇
の
遊
猟
を
指
す
「
み
狩
り
」
（
⑩
一
九
七
四
）
、
「
打
毬
」
（
⑥

九
四
九
左
注
）
が
見
ら
れ
る
。
「
春
日
野
」
に
集
う
「
思
ふ
ど
ち
」
と
は
「
遊

び
」
の
感
性
を
共
有
し
親
和
す
る
者
た
ち
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
「
春
日
野
」

に
あ
る
と
い
う
「
斎
く
三
諸
（
原
文
「
伊
都
久
三
諸
」
と
は
、
「
神
を
祭

り
神
が
来
臨
す
る
神
域
」
を
指
す
と
さ
れ
る
。
「
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
イ

（旧）

ツ
ク
」
の
確
例
は
当
該
歌
を
除
い
て
五
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
以
降

（旧）

の
使
用
に
よ
る
新
し
い
こ
と
ば
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
「
み
櫛
笥
に
貯

ひ
置
き
て
斎
く
と
ふ
玉
」
（
⑲
四
二
二
○
）
の
箱
の
中
に
大
切
に
保
管
さ

れ
た
「
玉
」
の
よ
う
に
、
「
イ
ッ
ク
」
と
は
、
対
象
を
占
有
し
神
聖
で
大

切
な
も
の
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
主
眼
の
あ
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
清
河
歌

の
「
梅
の
花
」
は
、
「
春
日
野
」
の
な
か
で
も
神
の
来
臨
す
る
場
所
と
し

て
占
有
さ
れ
神
聖
視
さ
れ
た
「
場
」
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

当
時
の
「
梅
の
花
」
は
、
大
陸
渡
り
の
花
で
あ
り
歌
材
と
し
て
も
新
し
い
。

『
万
葉
集
』
に
は
天
平
二
年
（
七
三
○
）
の
「
梅
花
三
十
二
首
」
の
歌
群

が
あ
る
よ
う
に
、
大
伴
氏
と
そ
の
周
辺
の
貴
族
層
に
よ
る
歌
の
文
化
圏
で

賞
翫
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
「
梅
の
花
夢
に
語
ら
く
み
や
ぴ
た

あ
れ
も

る
花
と
我
思
ふ
」
（
⑤
八
五
一
）
と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
「
梅
」
は
都
風
の

花
で
あ
り
「
思
ふ
ど
ち
」
が
親
和
的
に
集
い
賞
翫
す
る
代
表
的
な
花
で
あ
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る
。
清
河
歌
も
そ
れ
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
大
伴

氏
を
中
心
と
す
る
貴
族
の
詠
む
「
梅
」
は
、
主
に
「
宿
」
や
「
庭
」
や
「
園
」

な
ど
彼
ら
の
家
や
庭
園
で
賞
美
さ
れ
彼
ら
の
和
楽
の
さ
ま
を
表
す
の
に
対

し
て
、
清
河
歌
の
「
梅
の
花
」
は
、
国
家
的
祭
祀
の
「
場
」
に
お
け
る
為

政
者
と
臣
下
の
関
係
か
ら
詠
ま
れ
て
お
り
、
清
河
歌
の
独
自
性
と
し
て
注

目される。

管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
同
時
代
の
資
料
に
太
后
の
歌
に
応
じ
た
歌
の

例
は
他
に
な
い
。
そ
こ
で
応
詔
の
歌
や
漢
詩
に
お
け
る
「
梅
花
」
に
注
目

す
る
。
ま
ず
、
「
続
紀
』
天
平
十
年
（
七
三
八
）
七
月
癸
酉
条
に
は
、
相

し
も
つ
み
ち

撲
観
戦
後
の
聖
武
が
宮
殿
前
の
「
梅
樹
」
を
指
し
、
「
右
衛
士
督
下
道
朝

ま
き
ぴ

お
も
ひ

臣
真
備
と
諸
の
才
子
」
ら
に
「
春
の
意
を
賦
し
て
、
こ
の
梅
樹
を
詠
む

べ
し
」
と
命
じ
た
記
事
が
あ
る
。
「
秋
七
月
」
の
梅
に
花
や
葉
は
な
く
、

そ
れ
に
「
春
の
意
」
を
込
め
た
漢
詩
を
作
る
の
は
「
異
例
」
の
趣
向
と
指

（Ⅳ）摘
さ
れ
、
官
人
た
ち
の
記
憶
に
残
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
時
、
漢
詩
を
賦
し
た
人
の
な
か
に
、
天
平
勝
宝
四
年
に
遣
唐
副
使
と

し
て
二
度
目
の
渡
唐
を
し
た
吉
備
真
備
が
お
り
、
遣
唐
の
任
を
負
う
官
人

ら
に
こ
う
し
た
漢
詩
を
日
常
的
に
賦
す
教
養
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
『
懐
風
藻
』
の
「
応
詔
」
の
詩
二
首
に
も
「
梅
花
」
が

詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
従
四
位
下
播
磨
守
大
石
王
」
が
詠
ん
だ
「
五
言
。

宴に侍す、応詔。一首」には「淑気高閣に浮かび、榊棚評吋裁

し
ゅ
く
き
か
う
か
く

か
か
や
え
い
け
ん
き
ん
て
い
と
ど
し
ん
た
く
ぐ
ん
し
ん
ほ
ど
こ

に
灼
く
。
叡
蜷
金
堤
に
留
め
、
神
澤
群
臣
に
施
し
た
ま
ふ
。
（
後
略
）
」
（
訓

読
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
と
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
天
皇
の
恩
沢
が
行
き
渡
り
、
群
臣
は
天
子
を
寿
ぐ
詞
を
献
上

し
、
君
臣
が
親
し
み
あ
う
宴
席
を
詠
む
。
二
句
目
の
「
梅
花
」
は
、
こ
の

宴
席
の
美
景
を
彩
る
。
す
で
に
辰
巳
正
明
に
「
梅
花
は
、
こ
の
よ
う
な
皇

（旧）

恩
が
行
き
亘
り
、
君
臣
の
和
楽
を
め
で
る
花
で
も
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ

り
、
示
唆
的
で
あ
る
。
ま
た
、
「
大
学
博
士
田
辺
史
百
枝
」
が
詠
む
「
五
言
。

せ
い
じ
ゃ
う
は
ん
あ
い
あ
つ

春
苑
、
応
詔
。
一
首
」
に
も
「
梅
花
」
が
見
え
、
「
聖
情
汎
愛
に
敦
く
、

し
ん
こ
う
ま
た
の
か
た
た
う
ぼ
う
だ
津
か
か
け
し
う
ぎ
ょ
す
ゐ
ひ
ん
を
ど
し
よ
う
ふ
う

神
功
も
亦
陳
べ
難
し
。
唐
鳳
臺
下
に
翔
り
、
周
魚
水
濱
に
躍
る
。
松
風

お
と
う
た
そ
ば
●
伽
ｋ
比
か
み
お

の
韻
詠
に
添
へ
、
梅
花
の
薫
身
に
帯
ぶ
。
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
梅
花
の
香

り
を
通
じ
て
天
子
の
徳
の
高
さ
が
群
臣
一
人
一
人
に
行
き
渡
っ
て
い
る
こ

と
を
表
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
応
詔
詩
に
お
け
る
「
梅
花
」
は
、
天
子
の

恩
沢
の
充
溢
を
示
し
、
君
臣
の
和
楽
を
愛
で
る
花
と
し
て
あ
る
。
清
河
歌

の
「
梅
の
花
」
の
原
文
表
記
は
「
梅
花
」
で
あ
り
、
漢
詩
の
「
梅
花
」
と

通
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
渭
河
歌
で
は
、
「
梅
の
花
」
に
「
栄
え
て
あ
り
待
て
」
と
い
う
。

「
サ
カ
エ
」
は
、
物
事
や
人
の
繁
栄
を
い
う
語
で
あ
り
、
特
に
天
平
年
間

以
降
の
例
で
は
、
国
家
や
天
皇
の
繁
栄
を
詠
む
例
の
多
い
こ
と
が
特
徴
で

（旧）
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
天
地
と
相
栄
え
む
と
大
宮
を
仕
へ
ま
つ
れ
ば
」
（
⑲

四
二
七
三
）
の
よ
う
に
、
一
所
へ
の
奉
仕
や
吉
事
が
天
下
全
体
の
繁
栄
に

結
び
つ
く
と
す
る
発
想
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
類
似
す
る
「
サ

カ
エ
」
が
、
藤
原
氏
の
氏
神
を
祀
る
「
春
日
祭
祝
詞
」
に
も
見
え
る
。
祝

詞
の
前
半
部
は
、
春
日
社
の
来
歴
を
述
べ
、
神
へ
の
幣
帛
を
列
挙
し
、
幣

（釦）

帛
を
捧
げ
る
も
の
の
官
位
と
姓
名
を
述
べ
、
神
を
讃
え
る
。
「
サ
カ
エ
」
は
、

す
め
ら
み
か
ど
い
か

「
天
皇
が
朝
廷
に
茂
し
や
く
は
え
の
如
く
仕
へ
ま
つ
り
、
栄
え
し
め
た
ま

へ
と
」
と
あ
り
、
祭
を
行
い
天
皇
・
朝
廷
の
安
寧
を
願
い
、
仕
え
る
天
皇

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
い
へ
い
へ
お
ほ
き
み
た
ち
ま
へ
つ
ぎ
み
た
ち

の
御
世
と
「
処
処
家
家
の
王
等
・
卿
等
」
が
共
に
栄
え
ん
こ
と

を
祈
願
す
る
後
半
部
に
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
皇
・
朝
廷
の
安
寧

は
、
仕
え
る
「
処
処
家
家
の
王
等
・
卿
等
」
の
繁
栄
を
も
も
た
ら
す
と
い

う
考
え
方
で
、
そ
の
発
想
は
万
葉
歌
の
「
サ
カ
エ
」
と
も
重
な
る
。
律
令

-７９-
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官
人
ら
は
各
々
の
「
家
」
を
負
う
。
清
河
も
「
藤
原
」
と
い
う
「
家
」
を

負
っ
て
大
使
の
任
を
引
き
受
け
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
遣
唐
使
派
遣
は

太
后
の
意
志
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
（
後
述
）
。
そ
の
太
后
も
藤
原
氏

の
出
身
で
あ
っ
た
。

『
万
葉
集
」
巻
八
・
一
五
九
四
番
歌
に
は
、
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
十

月
に
皇
后
宮
で
行
わ
れ
た
維
摩
講
で
の
「
仏
前
唱
歌
」
が
載
る
。
猪
股
と

き
わ
は
、
こ
の
時
病
臥
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
光
明
皇
后
に
と
っ
て
の

維
摩
講
の
意
味
を
「
た
だ
に
病
気
治
療
で
は
な
く
、
病
と
い
う
身
体
の
欠

損
を
維
摩
講
の
説
く
「
菩
薩
の
病
」
な
る
聖
痕
へ
と
転
化
し
、
そ
れ
を
積

極
的
に
身
に
負
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
し
、
新
興
氏
族
藤
原
氏
出
身
の
皇
后

で
あ
る
「
光
明
子
は
み
ず
か
ら
皇
后
た
り
う
る
根
拠
と
し
て
、
新
た
な
聖

（劃）

性
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
か
つ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
太
后
・
清

河
両
歌
が
詠
ま
れ
た
天
平
勝
宝
三
年
は
、
こ
の
維
摩
講
か
ら
十
二
年
、
太

后
が
そ
の
地
位
に
昇
っ
て
二
年
が
経
つ
。
太
后
歌
の
威
厳
か
ら
す
れ
ば
、

「
皇
后
た
り
う
る
根
拠
」
を
見
出
す
必
要
性
か
ら
は
解
放
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
分
、
藤
原
氏
出
身
の
太
后
を
い
た
だ
く
清
河
は
、
彼
女

を
神
聖
視
し
、
そ
の
任
を
全
う
す
る
こ
と
で
「
天
皇
が
朝
廷
」
と
「
家
」

の
双
方
を
繁
栄
さ
せ
る
意
識
を
高
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
清
河
歌
の

「
梅
の
花
」
に
は
、
太
后
や
君
臣
が
和
楽
す
る
国
家
、
ひ
い
て
は
「
藤
原
」

の
「
家
」
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
従
来
、
「
梅
の
花
」
に
は
「
太

（龍）

后
」
や
「
藤
原
一
族
」
の
比
嶮
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
か
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
に
お
け
る
君
臣
関
係
を
軸
に
、
そ
れ
ら
の

連
鎖
的
な
繁
栄
を
願
う
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
清
河
歌
の
「
梅
の

花
」
を
解
釈
す
る
と
、
太
后
歌
の
「
吾
子
」
に
も
為
政
者
と
臣
下
を
親
子

関
係
で
結
び
つ
け
、
親
和
的
な
関
係
を
築
く
論
理
が
働
い
て
い
る
と
考
え

為
政
者
と
臣
下
の
関
係
を
親
子
関
係
で
言
い
換
え
る
論
理
は
、
『
日
本

（認）

書
紀
』
（
以
後
、
「
紀
』
）
『
記
』
『
続
紀
」
に
も
見
え
る
。
そ
の
論
理
は
、

君
臣
関
係
の
理
想
や
倫
理
観
と
し
て
、
天
智
天
皇
の
代
に
創
設
さ
れ
官
人

養
成
を
行
っ
た
大
学
で
の
教
育
を
通
じ
て
浸
透
し
、
例
え
ば
『
経
国
集
』
（
巻

二
○
）
の
官
吏
登
用
試
験
対
策
文
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

し
ゅ
き
ん
ら
ん
お
お
み
わ
の
あ
た
ひ
む
し
ま
る

主
金
蘭
と
大
神
直
晶
麻
呂
の
対
策
文
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
主
金
蘭
の
対

策
文
を
あ
げ
る
。

（劃）

主
金
蘭
の
対
策
文
は
、
養
老
年
間
の
作
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
問
い
で

は
、
親
に
仕
え
る
理
念
で
あ
る
「
孝
」
と
君
主
に
仕
え
る
理
念
で
あ
る
「
忠
」

の
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
か
が
問
わ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
主
金
蘭
は
以

下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

臣
聞
く
、
夫
れ
人
の
生
る
る
や
、
必
ず
忠
孝
す
べ
し
。
（
中
略
）
蓋

つか

た
ふ
と

し
是
れ
親
に
事
ふ
る
の
道
、
孝
よ
り
尚
き
は
莫
く
、
國
を
奉
る
の

が
ず

た
ふ
と

と

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
『
経
国
集
」
に
お
け
る
忠
孝
思
想
か
ら
見
る
律
令
官
人
の
倫
理あ

ふ
る
は
、
前
史
の
載
す
る
所
、
忠
を
孝
門
に
求
む
る
は
、
薑
典
の
編

ひ
と
し

む所なり。故に公私等からずと錐も、忠孝榊聯け、②割

み
ち

こ
と

劃
樹
淵
削
引
劃
叫
引
副
、
其
の
摸
一
つ
な
り
。
別
に
、
或
は
親
に
背

わ
た
く
し

お
ほ
や
け
す
ぐ

き
て
以
て
國
に
殉
じ
、
或
は
私
を
捨
て
以
て
公
を
濟
ふ
有
り
。

こ
う
じ
よ
、
っ

さ

し

ん

こ

う

お

故
に
孔
丞
は
妻
子
の
私
を
割
き
、
申
侯
は
愛
敬
の
重
き
を
推
す
。

淵
訓
副
詞
刈
鯛
削
剥
側
剖
測
制
判
訓
剖
割
引
利
口
樹
制
。
古
を
引
き
今

く
ら

か
が
み

す
な
は

を
方
ぶ
る
に
、
實
に
鑿
と
為
す
に
足
る
。
父
に
在
り
て
は
便
ち
孝

よ

さ

き

を
本
と
為
し
、
君
に
於
い
て
は
価
り
て
忠
を
先
と
為
す
。
今
日
の
旨

いず

《冬ふし」

義
、
執
れ
か
忠
よ
り
も
貴
か
ら
む
。
①
孝
を
資
り
て
以
て
君
に
墓

-８０-
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ふ
。
（
本
文
は
新
校
群
書
類
従
『
経
国
集
』
を
底
本
と
す
る
。
以
下
同
じ
）

主
金
蘭
は
問
い
を
受
け
、
父
に
対
し
て
は
「
孝
」
を
基
盤
と
し
て
仕
え
、

君
に
対
し
て
は
「
忠
」
を
優
先
さ
せ
て
仕
え
る
と
し
、
策
問
の
趣
旨
に
照

ら
せ
ば
、
「
忠
」
を
先
ん
じ
「
孝
」
を
後
に
す
べ
き
（
傍
線
部
④
）
と
解

答
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
傍
線
部
①
や
③
の
よ
う
に
「
孝
」
と

「
忠
」
を
移
行
可
能
な
概
念
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を

身
に
つ
け
「
名
を
揚
げ
身
を
立
つ
る
」
（
傍
線
部
②
）
こ
と
に
意
義
を
見

い
だ
す
の
が
官
人
の
倫
理
観
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
連
鎖
的
な
繁

栄
の
意
識
は
清
河
歌
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
倫
理
観
は
、
「
臣

子
の
道
」
と
し
て
、
法
の
遵
守
と
父
の
仇
討
ち
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か

と
い
う
問
い
に
も
な
っ
た
。
大
神
直
鍛
麻
呂
（
天
平
五
年
対
策
文
）
が
こ

れ
に
答
え
て
い
る
。
ひ
そ

つき

すで

あ
ら

対
ふ
。
窺
か
に
聞
く
。
孝
子
置
ず
と
は
、
已
に
六
義
の
典
に
著
は
れ
、

こ
と
つ
か
さ
ど

も
ち

ぶん

父
の
鍵
を
幹
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
式
て
八
象
の
文
に
編
め
り
と
。

是に知る、９剛糾副判り罰糾蜘卿ＪＨ刺刻削叫１川剥則刺間同制馴馴。

こ
れ
か
ふ
れ
い

言にあり。９割劉劉ｕｄ剖刮測荊剖副訓諸を甲令に聞く。（中

か
う
さ
い
し
ゅ
つ
き
い
り
や
う
せ
き

け
い
け
い

は
う
い
う
な
ほ

略
）
高
柴
が
出
宰
、
良
績
遠
く
聞
こ
え
、
喬
卿
が
臨
官
、
芳
猷
尚

の
こ

いへ

く
に

し
在
る
。
則
ち
能
く
室
に
孝
に
し
て
必
ず
邦
に
忠
な
る
べ
し
。
孝
を

そ
ん
せ
い

守る時に當たりては、損生の罪を憧らず、９馴副計刎１引田

あ

側鯏馴州判創剛１郷餅劃附乱削り側馴勤勵州刺叩謹みて対ふ。

問
い
の
「
臣
子
の
道
」
と
は
、
「
臣
下
と
し
て
の
道
と
子
と
し
て
の
道
」

を
い
う
。
養
老
五
年
（
七
一
二
）
正
月
甲
戌
条
の
元
正
天
皇
の
詔
勅
に
も
「
至

公
に
し
て
私
無
き
は
国
士
の
常
の
風
な
り
。
忠
を
以
て
君
に
事
ふ
る
は
、

を探るに、

（
中
略
）
夫
れ
以
て
、
⑥

ハヨ【隅、咽″｝″’』、Ｔ十一つ』傘宰狛

べ-し

こ
た

。
謹
み
て
対

し
る著

く
格

臣
子
の
恒
の
道
な
り
」
と
あ
り
、
官
人
の
君
主
へ
の
仕
え
方
と
し
て
「
忠
」

の
優
先
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
、
大
神

直
墨
麻
呂
の
答
え
に
示
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
⑤
（
原
文
「
興
し
國
隆
レ

家
、
必
由
二
孝
道
一
」
）
の
よ
う
に
、
国
家
と
家
と
を
興
す
た
め
の
根
幹
と

し
て
「
孝
道
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
父
母
に
仕
え
る
こ
と
は
、
国
家
に

仕
え
る
こ
と
と
連
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
部
⑥
（
原
文
「
資
し
父
事

し主」）、傍線部⑦（原文「移し孝為レ忠、」）のように、「孝」を「忠」

に
移
行
す
る
こ
と
が
可
能
な
理
念
と
捉
え
、
な
お
か
つ
傍
線
部
⑧
（
原
文

「
臨
二
蓋
し
忠
之
日
一
、
誼
領
二
膝
下
之
恩
一
」
）
の
よ
う
に
、
国
家
の
大
事
に

は
、
「
孝
」
よ
り
も
「
忠
」
を
優
先
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
文
言
は
、
「
学
令
」
で
大
学
の
必
修
書
と
さ
れ
る
『
古
文
孝
経
』
や
『
論

語
」
な
ど
の
儒
教
経
典
を
典
拠
と
す
る
。
ま
た
『
千
字
文
』
の
よ
う
な
習

（謁）

書
の
初
学
書
に
も
展
開
さ
れ
、
古
代
の
知
識
人
の
身
近
に
あ
っ
た
。

見
て
き
た
よ
う
に
忠
孝
思
想
は
、
親
子
関
係
（
母
子
関
係
も
含
む
）
の

理
念
で
あ
る
「
孝
」
を
君
臣
関
係
の
理
念
で
あ
る
「
忠
」
に
移
行
可
能
と

す
る
思
想
で
あ
る
。
清
河
歌
の
「
梅
の
花
」
に
は
、
太
后
や
君
臣
が
和
楽

す
る
国
家
ひ
い
て
は
「
藤
原
」
の
「
家
」
が
象
徴
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
連
鎖

的
に
「
栄
え
」
る
こ
と
を
願
う
内
容
で
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
つ
ま
り
、

清
河
歌
は
「
孝
」
を
「
忠
」
に
移
行
さ
せ
て
働
く
こ
と
が
国
の
繁
栄
を
招

き
、
や
が
て
は
自
ら
の
身
を
立
て
名
を
揚
げ
、
「
家
」
の
興
隆
に
つ
な
が

る
と
い
う
思
想
ｌ
忠
孝
思
想
ｌ
に
基
づ
く
歌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
忠
孝
思
想
と
太
后
歌
に
お
け
る
「
吾
子
」

な
ぜ
太
后
歌
で
は
、
清
河
を
「
吾
子
」
と
呼
ん
だ
の
か
。
本
稿
の
立
て

た
問
い
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
一
つ
の
見
通
し
を
述
べ
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て
み
た
い
・
太
后
に
は
、
為
政
者
で
あ
る
と
同
時
に
自
ら
を
官
人
ら
の
「
母
」

と
す
る
発
想
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
を
論
理
的
に
支
え
る
の
が
忠
孝

思
想
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
結
論
に
い
た
る
に
は
太
后
も
忠
孝
思
想
を

共
有
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
れ
が
な
ぜ
歌
こ
と
ば

の
「
吾
子
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
太
后
歌
と
忠
孝
思
想
の
関
係
を
、
天
平
勝
宝
四
年
の
遣
唐
使
と

の
関
わ
り
か
ら
確
認
す
る
。
太
后
の
生
涯
を
通
し
て
、
遣
唐
使
は
五
回
の

任
命
と
四
回
の
派
遣
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
為
政
者
と
し
て
最
も
深
く
関

（鉛）

与
し
た
の
が
天
平
勝
宝
四
年
次
で
あ
っ
た
。
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
、

太
后
は
孝
謙
の
即
位
と
連
動
し
て
皇
后
宮
職
を
改
組
し
、
甥
の
藤
原
仲
麻

呂
を
長
官
に
迎
え
て
紫
微
中
台
を
組
織
し
た
・
天
平
勝
宝
年
間
の
太
后
は
、

（

訂

）

す

の

み

お

や

孝
謙
の
母
と
し
て
養
育
や
即
位
に
も
関
与
し
、
天
皇
が
後
に
「
皇
太
后
の

み
か
ど

朝
」
（
天
平
宝
字
二
年
〔
七
五
八
〕
八
月
庚
子
条
孝
謙
詔
）
と
ふ
り
返

る
ほ
ど
に
国
政
へ
の
関
与
を
深
め
て
い
た
。

こ
の
時
の
遣
唐
使
の
目
的
の
一
つ
に
、
鑑
真
和
上
の
招
来
が
あ
る
。
大

平
聡
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
鑑
真
の
活
動
は
来
日
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
に
「
五
月
一
日
経
」
の
勘
経
用
の
経
典
の
収
集
と
調
整
が
あ
つ

（記）た
。
天
平
七
年
（
七
三
五
）
、
僧
玄
防
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
一
切
経
を

（認）

底
本
に
七
千
巻
に
及
ぶ
「
五
月
一
日
経
」
の
書
写
が
行
わ
れ
た
が
、
当
時

こ
れ
と
別
系
統
の
一
切
経
と
の
校
合
に
よ
る
「
厳
正
化
」
が
求
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。
大
平
は
こ
の
任
務
の
発
動
者
に
、
「
光
明
皇
太
后
」
を
含

む
「
内
裏
」
の
関
与
を
推
定
す
る
。
そ
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
「
五

月
一
日
経
」
の
願
文
を
見
て
み
る
。

天
平
八
年
（
七
三
六
）
に
始
め
ら
れ
た
写
経
事
業
は
、
「
五
月
一
日
経
」

の
名
前
の
由
来
で
あ
る
願
文
の
「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
」
の
日
付
で
一

（副）

寮
采
一
共
蓋
二
忠
節
一
」
）
」
と
あ
り
、
傍
線
部
に
端
的
で
あ
る
よ
う
に
太
后

は
臣
下
の
忠
節
を
願
う
。
同
箇
所
の
「
蓋
二
忠
節
一
」
は
、
「
論
語
』
「
学
而
」

に
対
す
る
何
晏
注
を
踏
ま
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
古
文
孝
経
」

「
事
君
章
」
「
士
章
」
に
対
す
る
孔
安
国
注
に
も
類
似
す
る
内
容
が
見
ら
れ

（鉈）る
。
こ
れ
ら
の
儒
教
経
典
の
注
釈
書
は
、
い
ず
れ
も
大
学
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
経
国
集
』
に
お
け
る
主
金
蘭
や
大
神
直
録
麻
呂
の
対

策
文
に
展
開
さ
れ
た
忠
孝
思
想
を
太
后
も
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
太
后
は
天
平
宝
字
三
年
六
月
に
、
官
人
の
必
読
書
と
し
て
則
天
武
后

（詔）

編
の
『
維
城
典
訓
」
を
発
意
し
た
と
さ
れ
る
。
島
善
高
は
、
同
書
を
儒
教

度
ま
と
め
が
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
述
の
と
お
り
写
経
は
続
行
さ
れ

天
平
勝
宝
七
年
に
集
中
す
る
勘
経
作
業
に
及
ん
で
お
り
、
願
文
の
内
容
も

有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

願
文
の
前
半
に
記
さ
れ
た
一
切
経
の
目
的
に
は
、
太
后
の
亡
き
父
母
の

追
善
供
養
の
た
め
に
一
切
経
の
写
経
を
し
、
死
後
の
平
安
を
祈
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
写
経
の
発
端
に
は
、
鎌
足
・
不
比
等
と
代
々
行

わ
れ
て
き
た
維
摩
講
の
復
興
が
あ
り
、
藤
原
氏
の
「
先
祖
」
た
ち
の
霊
格

化
と
太
后
の
聖
性
の
維
持
に
結
び
つ
く
「
神
話
」
の
創
造
が
あ
っ
た
。
願

文
に
「
光
明
子
」
を
名
乗
り
、
「
宮
廷
人
た
ち
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す
輝
き
」

（釦）

を
手
に
し
た
太
后
は
、
そ
の
後
半
で
聖
武
の
福
寿
と
臣
下
の
忠
節
、
及
び

救
わ
れ
ぬ
者
た
ち
を
救
済
し
、
法
灯
を
永
遠
に
伝
え
ん
こ
と
を
願
う
。

仏
教
の
力
を
得
て
宮
廷
に
立
ち
振
る
舞
う
太
后
の
威
厳
は
、
太
后
歌
を

詠
む
に
至
っ
て
、
神
を
も
従
え
ん
ば
か
り
の
自
発
性
と
し
て
あ
ら
わ
れ

た
。
同
時
に
、
太
后
は
官
人
ら
と
の
関
係
に
儒
教
思
想
を
駆
使
す
る
。
願

文
に
は
「
又
願
は
く
は
、
上
は
聖
朝
に
奉
り
、
常
に
福
寿
を
延
ば
し
、
下

臼
扉
工
小
．
こ
歴
以
洋
ぷ
羊
ま
云
Ｌ
叫
祭
っ
」
わ
』
詐
斗
と
Ｑ
ヨ

（
傍
線
部
原
文
「
下
及
二
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（狐）

を
基
調
と
し
、
政
を
行
う
者
へ
の
訓
誠
書
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
天
平

宝
字
三
年
は
、
太
后
崩
御
の
前
年
に
あ
た
り
、
太
后
は
生
涯
、
臣
下
と
の

関
係
に
つ
い
て
忠
孝
思
想
を
重
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

あ

ご

で
は
な
ぜ
、
「
吾
子
」
は
、
歌
に
詠
ま
れ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
天
皇
に

よ
る
親
子
の
擬
制
表
現
は
史
書
に
散
見
す
る
。
太
后
と
比
較
的
時
代
の
近

い
『
続
紀
」
の
例
を
見
て
も
、
「
朕
、
天
下
に
君
と
し
て
臨
み
、
黎
元
を

撫
育
す
る
に
、
：
．
…
」
（
霊
亀
元
年
九
月
庚
辰
条
元
明
詔
）
、
「
区
宇
に
母

と
し
て
臨
み
て
、
黎
元
を
子
と
し
て
育
ふ
」
（
天
平
宝
字
二
年
正
月
戊
寅

条
孝
謙
詔
）
な
ど
が
見
え
る
。
太
后
に
つ
い
て
は
、
孝
謙
の
東
大
寺
唐

禅
院
の
衆
僧
供
養
料
に
墾
田
を
施
入
し
た
際
の
詔
に
、
「
皇
帝
・
皇
太
后
は
、

日
月
の
照
り
臨
む
が
如
く
に
し
て
、
並
に
万
国
を
治
め
た
ま
ひ
、
天
地
の

覆
ひ
載
す
る
が
若
く
に
し
て
、
長
く
兆
民
を
育
み
、
（
後
略
ご
（
天
平
宝

字
元
年
〔
七
五
七
〕
十
一
月
壬
寅
条
）
と
の
賛
辞
が
あ
る
。
こ
う
し
た
表

現
は
通
常
天
皇
の
み
が
主
体
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
配
偶
者
た
る
太
后
を

含
む
例
と
し
て
は
初
見
に
な
る
。
太
后
は
こ
こ
に
聖
武
と
共
に
国
家
を
「
日

月
」
の
よ
う
に
照
ら
す
「
万
国
万
民
の
父
母
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
天
平
宝
字
三
年
六
月
庚
戌
の
孝
謙
の
宣
命
第
二
十
五
詔

に
引
用
さ
れ
た
太
后
の
発
言
で
は
、
皇
太
子
大
炊
王
（
後
の
淳
仁
）
を

わ

こ

「
吾
が
子
（
「
吾
子
」
）
」
と
称
し
て
い
る
。
該
当
箇
所
を
あ
げ
る
。

卜

（
前
略
）
「
太
政
の
始
は
、
人
の
心
未
だ
定
ま
ら
ず
在
り
し
か
ば
、
吾

は

諸
の
意
静
ま
り
了
て
な
む
後
に
傍
の
上
を
ぱ
宣
り
た
ま
は
む
と
し
て

お
さ

な
も
抑
へ
て
在
り
つ
る
。
：
…
・
」
（
後
略
）
。

（

鍋

）

お

も

太
后
と
大
炊
王
に
、
血
縁
関
係
は
な
い
。
右
の
宣
命
は
「
朕
も
ま
た
念
わ

は
く
、
前
の
聖
武
の
皇
太
子
と
定
め
賜
ひ
て
」
と
続
い
て
お
り
、
「
吾
が

あ

を

先
づ
君
の
位
に
昇
げ
奉
り
畢
へ
て
、

》）子
（
「
吾
子
」
）
」
は
、
聖
武
と
太
后
を
王
の
皇
統
譜
上
の
父
母
と
し
、
王

を
皇
太
子
に
定
め
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
元
正
か
ら

聖
武
に
も
見
ら
れ
、
聖
武
は
元
正
を
「
ミ
オ
ヤ
」
と
称
す
る
。
仁
藤
敦
史
は
、

宣
命
に
お
け
る
「
ミ
オ
ヤ
」
と
「
ワ
ガ
コ
」
の
呼
称
を
考
察
し
、
「
前
天

皇
の
意
志
に
よ
り
父
・
母
・
子
関
係
の
な
か
に
新
天
皇
を
位
置
づ
け
る
こ

（記）

と
」
は
「
即
位
を
正
当
化
す
る
行
為
」
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
皇
位
継
承
あ

ご

に
関
わ
る
こ
の
詔
の
重
み
は
、
太
后
歌
の
擬
制
表
現
と
し
て
の
「
吾
子
」

に
も
影
響
を
与
え
よ
う
。
太
后
の
擬
制
表
現
「
吾
子
」
は
、
天
皇
を
も
包

含
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
太
后
を
国
家
の
「
母
」
と
し
て
位
置
づ

け
た
は
ず
で
あ
る
。

史
書
に
お
い
て
太
后
一
人
を
こ
う
し
た
位
置
づ
け
に
置
く
明
確
な
擬
制

表
現
は
な
い
。
わ
ず
か
に
奈
良
麻
呂
の
変
後
に
右
大
臣
以
下
の
群
臣
を
召

を
ひ

し
入
れ
て
発
し
た
、
太
后
の
詔
に
「
汝
た
ち
諸
は
吾
が
近
き
姪
な
り
」
含
続

紀
』
天
平
宝
字
元
年
七
月
戊
申
条
）
の
例
が
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
群

臣
に
血
縁
上
の
甥
が
多
く
、
共
に
他
の
人
々
も
親
し
い
者
と
し
て
称
し
た

例
で
、
太
后
を
国
家
の
「
母
」
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
「
吾

子
」
を
使
う
か
ら
こ
そ
「
母
」
の
要
素
が
生
じ
る
の
だ
が
、
詔
勅
な
ど
で

は
皇
位
継
承
と
も
絡
む
た
め
、
太
后
自
身
が
臣
下
を
「
吾
子
」
と
は
言
い

得
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
万
葉
歌
の
「
吾
子
」
は

「
ア
ゴ
（
ま
た
は
ア
ガ
コ
と
と
訓
み
、
親
か
ら
手
元
を
離
れ
る
我
が
子
を

親
愛
を
込
め
て
呼
ぶ
歌
こ
と
ば
と
し
て
の
伝
統
を
も
つ
・
こ
の
こ
と
か
ら
、

太
后
が
旅
立
つ
臣
下
を
「
吾
子
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
と

考える。お
わ
り
に
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太
后
歌
の
「
吾
子
」
は
、
清
河
を
呼
ぶ
だ
け
な
ら
「
ヲ
上
」
で
も
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
「
母
」
の
要
素
が
不
可
欠
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
歌
こ
と
ば
の
「
吾
子
」
が
も
つ
母
の
子
に
対

す
る
情
愛
に
も
似
た
清
河
へ
の
慈
し
み
も
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
清
河
歌

に
も
太
后
を
神
聖
視
し
、
「
藤
原
の
家
」
を
負
う
意
識
が
詠
ま
れ
て
い
た
。

た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
太
后
は
自
ら
が
主
導
す
る
仏
教
政
策
を
背

景
に
為
政
者
と
し
て
遣
唐
大
使
と
向
き
合
っ
て
い
た
。
太
后
に
は
、
「
吾
子
」

を
通
し
て
親
子
の
「
孝
」
と
君
臣
の
「
忠
」
を
移
行
可
能
と
す
る
忠
孝
思

想
を
顕
在
化
さ
せ
、
国
家
に
「
忠
」
を
尽
く
す
官
人
に
対
し
て
国
家
の
「
母
」

た
ら
ん
と
す
る
想
い
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
官
人
の
「
母
」
へ

の
「
孝
」
を
移
行
さ
せ
た
「
忠
」
に
基
づ
く
任
務
の
遂
行
と
成
功
が
、
国

家
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
臣
民
の
安
寧
に
つ
な
が
る
と
す
る
連
鎖
的
な
繁

栄
の
発
想
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
藤
原
清
河
を
大
使
と
す
る
遣
唐
使
は
、
天
平
勝
宝
四
年
閏
三
月
に

内
裏
で
節
刀
を
賜
り
（
『
続
紀
』
天
平
勝
宝
四
年
閏
三
月
丙
辰
条
）
、

以
後
出
発
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
太
后
歌
の
詠
歌
時
期
は
、
天
平
勝

宝
三
年
二
月
説
が
有
力
で
あ
る
。
本
稿
は
基
本
的
に
太
后
歌
を
「
天

平
勝
宝
四
年
の
遣
唐
使
」
に
向
け
た
歌
と
し
て
論
じ
る
。
当
該
以
外

の
遣
唐
使
は
、
原
則
的
に
出
発
年
次
で
示
す
。

（
２
）
井
上
通
泰
「
萬
葉
集
新
考
」
（
巻
七
）
（
国
民
図
書
一
九
二
八
・
十
）
、

鴻
巣
盛
廣
『
萬
葉
集
全
釈
」
（
大
倉
廣
文
堂
一
九
三
四
十
二
）
、
佐
佐

木
信
綱
『
評
釈
萬
葉
集
』
（
巻
七
）
（
六
興
出
版
社
一
九
五
四
・
九
）
、

武
田
祐
吉
「
萬
葉
集
全
注
釈
』
（
十
三
（
角
川
書
店
一
九
五
七
・
五
）
、

澤
潟
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
」
（
巻
第
十
九
）
（
中
央
公
論
社

一
九
六
八
・
二
）
、
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
『
萬
葉
集
』
（
五
）
（
新
潮

社
一
九
八
四
・
九
）
（
以
後
、
集
成
『
萬
葉
集
」
）
、
窪
田
空
穂
『
萬
葉

集
評
釈
』
（
第
十
一
巻
）
（
東
京
堂
出
版
一
九
八
五
・
三
）
、
新
編
全
集

「
萬
葉
集
』
④
（
小
学
館
一
九
九
六
・
十
）
、
青
木
生
子
雷
葉
集
全
廷

（
巻
第
十
九
）
（
有
斐
閣
一
九
九
七
・
十
二
、
伊
藤
『
程
注
」
（
十
）
（
集

英
社
一
九
九
八
・
十
二
）
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
審
周
葉
集
」
（
四
）
（
岩

波
書
店
二
○
○
三
・
十
）
（
以
後
、
新
大
系
『
萬
葉
集
」
）
が
あ
る
。

（
３
）
林
睦
朗
「
光
明
皇
后
」
含
奈
良
朝
人
物
列
伝
」
思
文
閣

二○一○・五）。

（
４
）
浅
野
則
子
「
希
求
像
と
し
て
の
光
明
子
」
倉
別
府
大
学
紀
要
』
妬

二○○三・十二）

（
５
）
梶
川
信
行
「
人
麻
呂
か
ら
の
離
脱
」
（
『
万
葉
史
の
論
笠
金
村
」
桜

楓
社
一
九
八
七
・
十
）

（
６
）
西
宮
一
民
「
マ
ッ
リ
の
国
語
学
」
亀
上
代
祭
祀
と
言
語
』
桜
楓
社

一
九
九
○
・
十
）
（
初
出
同
題
『
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
紀
要
」

第
五
輯
一
九
八
九
・
二
）

（
７
）
土
橋
寛
「
神
聖
と
は
何
か
ｌ
「
イ
」
三
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
盲

本
語
に
探
る
古
代
信
仰
」
中
央
公
論
新
社
一
九
九
○
・
四
）

（
８
）
松
田
浩
「
万
葉
の
「
い
は
ひ
」
と
折
口
の
「
い
は
ひ
」
」
（
『
日
本
文
学
」

帥
二
○
一
二
・
五
）

（
９
）
新
大
系
『
萬
葉
集
」
（
三
（
岩
波
書
店
二
○
○
○
・
十
二
同

歌脚注。

（
蛆
）
鴻
巣
・
窪
田
・
伊
藤
・
新
編
全
集
・
青
木
（
注
２
）
前
掲
書
、
義

江
明
子
「
春
日
祭
祝
詞
と
藤
原
氏
」
含
日
本
古
代
の
氏
と
構
造
』
第

二
編
第
三
章
吉
川
弘
文
館
一
九
八
六
・
三
）
、
浅
野
（
注
４
）
前

掲論文。

五
）
天
平
勝
宝
三
年
前
後
の
春
日
社
お
よ
び
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
福
山

敏
男
「
春
日
神
社
の
創
立
と
社
殿
配
置
」
含
日
本
建
築
史
の
研
究
」
〔
桑
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忠孝思想と万葉歌

名
文
星
堂
一
九
四
三
・
十
二
〕
）
、
宮
地
直
一
「
春
日
神
社
の
成
立
」

亀
神
道
論
孜
』
一
〔
古
今
書
院
一
九
四
二
・
十
こ
）
、
西
田
長
男
「
文

献
資
料
ｌ
春
日
大
社
の
創
立
を
一
例
と
し
て
ｌ
」
（
『
神
道
考
古
学
講

座
」
第
六
巻
「
関
係
特
論
」
〔
雄
山
閣
一
九
七
三
・
六
〕
）
、
義
江
（
注

加
）
前
掲
論
文
、
菊
地
康
明
「
春
日
神
社
と
律
令
官
社
制
」
含
律
令

制
祭
祀
論
考
』
塙
書
房
一
九
九
一
・
二
）
、
土
橋
誠
「
氏
神
祭
祀
と

「
春
日
祭
」
」
（
岡
田
精
司
編
『
古
代
祭
祀
の
歴
史
と
文
学
」
〔
塙
書
房

一九九七・十二〕）を参照した。

（
吃
）
遣
唐
使
の
祭
祀
と
の
指
摘
は
、
佐
佐
木
・
武
田
・
大
系
・
澤
潟
（
注

２
）
前
掲
書
に
見
え
る
。

（
Ｂ
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
（
二
）
（
躯
ペ
ー
ジ
脚
注

一
四
、
補
注
７
１
二
六
）
、
（
三
）
（
岩
波
書
店
一
九
九
二
・
十
二

補
注
肥
’
二
。
（
以
後
、
新
大
系
『
続
日
本
紀
』
）

（
Ｍ
）
菊
地
（
注
Ⅱ
）
前
掲
論
文
。

（
巧
）
②
一
九
九
、
③
四
二
○
、
⑲
四
一
一
○
、
⑲
四
二
二
○
、
⑲

四
二
四
三

（
賂
）
大
島
信
生
「
萬
葉
集
、
イ
ハ
フ
・
イ
ム
・
イ
ッ
ク
ー
巻
第
七
・

一
三
七
七
番
、
一
三
七
八
番
ｌ
」
舎
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
紀
要
』

七
一
九
九
一
・
二
）

（
Ⅳ
）
新
大
系
『
続
日
本
紀
」
（
二
）
（
岩
波
書
店
一
九
九
○
・
九
）
測

泙
脚
注
一
四
。

（
肥
）
辰
巳
正
明
「
持
統
朝
の
漢
文
学
ｌ
梅
と
鴬
の
文
学
史
ｌ
」
二
万
葉

集
と
中
国
文
学
』
第
二
第
四
章
笠
間
書
院
一
九
九
三
・
五
）

（
岨
）
天
平
期
以
降
の
例
に
⑥
九
九
六
、
⑱
四
○
九
七
、
⑲
四
二
七
三
、

⑳
四
三
六
○
な
ど
が
あ
る
。

（
別
）
次
田
潤
「
祝
詞
新
講
』
（
第
一
書
房
一
九
八
六
・
十
〔
初
版
明

治
書
院
一
九
二
七
・
七
〕
）
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事

記
祝
詞
』
に
よ
る
。

（
別
）
猪
股
と
き
わ
「
光
の
中
の
仏
教
儀
礼
ｌ
皇
后
宮
維
摩
講
の
時
空

へ
」
二
歌
の
王
と
風
流
の
宮
』
Ⅱ
第
三
章
森
話
社
二
○
○
○
・
十

〔
初
出
「
同
題
」
古
代
文
学
会
編
「
祭
儀
と
言
説
」
森
話
社

一九九九・十二〕）

（
躯
）
「
梅
の
花
」
を
「
皇
后
」
の
比
嶮
と
す
る
説
は
井
上
・
鴻
巣
・
澤
潟
（
注

２
前
掲
書
）
、
「
藤
原
一
族
」
の
比
嶮
と
す
る
説
は
集
成
『
萬
葉
集
」
・

青
木
・
伊
藤
（
注
２
）
前
掲
書
が
掲
げ
る
。

（
羽
）
「
恩
、
母
の
如
し
」
含
紀
」
神
武
即
位
前
紀
）
、
「
義
に
お
き
て
は
、

乃
ち
君
臣
な
り
、
情
に
お
き
て
は
、
父
子
を
兼
ね
た
り
」
舎
紀
」
雄

略
二
十
三
年
八
月
条
）
、
な
ど
天
皇
と
民
や
臣
下
を
親
子
に
擬
制
し
、

政
治
的
潤
滑
に
用
い
る
例
が
複
数
あ
る
。
拙
稿
「
古
代
の
歌
こ
と
ば

「
イ
ザ
コ
ド
モ
」
に
つ
い
て
」
亀
日
本
文
学
」
団
二
○
一
二
・
六
）

にも触れた。

（
別
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
（
下
）
（
塙
書
房

一九六五・三）

（
妬
）
例
え
ば
傍
線
部
⑧
は
、
『
古
文
孝
経
』
「
事
君
章
第
二
十
こ

「
君
子
之
事
レ
上
也
。
進
思
レ
調
司
剖
」
に
拠
る
ほ
か
、
同
書
「
士

章
第
五
」
「
故
以
レ
孝
事
レ
君
則
忠
」
に
対
す
る
孔
安
国
注
に

「
能
蓋
し
忠
以
事
し
上
、
則
當
二
於
君
一
」
、
『
論
語
」
「
学
而
」
「
事
二
父

母
一
能
錫
二
其
力
一
、
事
し
君
能
致
二
其
身
一
」
に
対
す
る
何
晏
注
に
「
孔

日、憲二忠節一、不し愛二其身一」、『千字文」に「孝當レ蜴レカ。

忠
則
蓋
し
命
」
と
あ
り
、
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
恥
）
遣
唐
使
派
遣
年
次
と
太
后
の
生
涯
（
七
○
一
～
七
六
○
）
を
照
ら

す
と
、
大
宝
二
年
次
は
二
歳
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
次
は
翌
年
に

内
親
王
の
出
産
を
控
え
、
天
平
五
年
次
は
一
月
に
母
を
亡
く
し
五
月

に
自
身
が
大
病
を
患
い
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
次
は
任
命
の
み
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付
記
１

（
別
）
島
善
高
ヨ
維
城
典
訓
』

（
弱
）
大
炊
王
は
、
天
武
天
皇

当
麻
真
人
老
の
娘
山
背
。

（
邪
）
仁
藤
敦
史
コ
ミ
オ
ャ
」
と
「
ワ
ガ
コ
」
ｌ
皇
統
譜
上
の
女
帝
」
含
女

帝
の
世
紀
」
角
川
書
店
二
○
○
六
・
三
）

（
銘
）
林
睦
朗
『
光
明
皇
后
」
（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
六
・
五
新
装
版
〔
初

（
別
）
裁
創
唖
か
鋤
融
諏
「
東
大
寺
大
仏
天
平
の
至
宝
」
図
録
（
二
○
一
○
・
十

-
十
二
）
に
て
本
文
参
照
。
丸
山
裕
美
子
『
正
倉
院
文
書
の
世
界
』
（
中

央
公
論
新
社
二
○
一
○
・
四
）
に
て
訓
読
参
照
。

（
犯
）
（
注
筋
）
に
揚
げ
た
も
の
と
同
じ
儒
教
経
典
と
そ
の
注
釈
の
箇
所

本
古
代
史
論
集
」
吉
川
弘
文
埜

（
釦
）
猪
股
（
注
凪
）
前
掲
論
文
。

（別）裁創眼か鋤融諏「東大寺大″

（
羽
）
大
平
聡
「
天
平
勝
宝
六
年
の
遣
唐
使
と
五
月
一
日
経
」
（
笹
山
晴

生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
（
上
）
吉
川
弘
文
館

一九九三・九）

（
別
）
「
五
月
一
日
経
」
に
つ
い
て
は
、
皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五

月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」
（
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日

本
古
代
史
論
集
一
吉
川
弘
文
館
一
九
六
二
・
九
）
を
参
照
。

であった。

（
〃
）
遠
藤
美
都
男
「
キ
サ
キ
制
度
の
変
質
と
転
換
ｌ
藤
原
安
宿
媛
（
光

明
皇
后
）
」
（
『
古
代
日
本
の
女
帝
と
キ
サ
キ
』
第
七
章
角
川
書
店

版一九六一・十二〕）

を
踏
ま
え
る
。

明皇后）」（宝

二○○五・一）

本
稿
は
、
下
記
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
。
特
に
『
経
国
集
」
対

策
文
の
訓
読
や
解
釈
な
ど
は
、
下
記
研
究
の
母
体
と
な
っ
た
「
日

本
漢
文
を
読
む
会
」
で
の
討
議
を
踏
ま
え
る
。

嘩
城
典
訓
』
考
」
急
古
代
文
化
」
一
九
八
○
・
七
）

天
武
天
皇
の
孫
。
舎
人
親
王
の
第
七
子
で
、
生
母
は

付
記
２

本
稿
は
、
古
代
文
学
会
二
○
一
二
年
十
月
例
会
に
お
け
る
発
表

に
基
づ
く
。
席
上
、
ま
た
発
表
前
後
に
お
い
て
多
く
の
貴
重
な

ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
種
目
準
基
盤
研
究
研
究
期
間
二
一
○
○
九
～
二
○
二

課
題
番
号
》
四
囲
Ｓ
Ｓ
研
究
課
題
芸
経
国
集
」
の
総
合
的

領
域
横
断
的
研
究
研
究
代
表
》
津
田
博
幸
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